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■中郷小学校区 第１回きずなづくりトークの意見概要と方向性 

テーマ「地域の実状に応じた防災訓練のあり方について」（※●は市長発言） 

     ７月９日 中郷文化プラザ 

発言者 現況・課題 対応策・要望 

◆第 1部「地域座談会」 

梅名自治会 

 

 

 

○９月第２日曜に防災訓練と運動会を同時

開催。 

○自治会から有線放送をし、各組毎で第一

次避難場所に集合、移動する。 

○４ブロック４チームに別れ、交互に三角

巾、簡易担架の指導を受ける。次に消防

団の演習、並行して炊き出し訓練実施。 

○本来梅名の避難場所は中郷小だが運動場

が狭いため中郷西中で訓練実施。避難場

所に関しては周知徹底している。 

○昨年きずな、ゴミ出しの２つのテーマを

スローガンとした。今年度も継投する。

会報などにもスローガンを掲示。 

○本部を含めてテント約 40張、約 1000名

の参加。町民の熱心な協力がある。 

◇体育振興会との連携について 

○自治会の体育行事は自治会が担当。 

○中郷体育振興会主催の行事に関しては振

興会から参加要望がきて、会合の情報を

組長に流し参加を募り、体育部が取りま

とめなどの窓口になる。当日は振興会と

連携をはかる。 

○数年前から中学生も訓練参加。

今年は中学生だけのブルーシー

トを作り、他と同様に進行して

三角巾等の訓練を実施したい。 

○極力マンネリ化しないようプラ

グラムの内容を変えている。 

○ＡＥＤは広い場所だと見ている

人と操作・説明している人に隔

たりがあるので対策を考えた

い。 

○訓練内容については市に問い合

わせるなどの解決策がある。（フ

ァシリテーター） 

 

八反畑町内会 

 

 

○鶴喰と合同訓練実施。八反畑幼稚園と民

間の場所２箇所が一次避難地。 

○マンネリでも同じようなことをみんなで

やる形が多い。 

○現状、粉消火器は使用不可、また防火水

槽は地域に汚水が出るのでホースを使用

した訓練はできない。 

○今年度は幼稚園への避難訓練の

誘導を行う。整然と並んで歩く

こと、到着後のチェックなどを

しっかり行う。 

 

鶴喰自治会 

 

 

○少人数のため八反畑と合同訓練実施。 

○先日市の方から 10 年改正していない第

一次避難所の見直し要請があった。これ

から行って防災会議で出す予定。 

 

○今年は鶴喰から避難地まで 10

分ほどの距離を移動の仕方など

を考えながら歩く訓練を行う。 

○現在避難経路は車通り。危ない

ので通学路を避難経路としてい



2 

 

○当地区はすぐに水が出る。排水のための

電動ポンプを市に要請したが不可。 

きたい。 

○防災訓練も大切だが目の前のこ

とも大事。 

安久町内会 

 

 

○防災訓練と体育祭合同で実施。頭は町内

会だが運動会は体育部、防災は町内防災

組織が運営。 

○一昨年まで８時に避難訓練開始、避難誘

導して徒歩で中郷西中に集合、参加人数

を把握。その後体育祭を行い午前の部終

了後、防災訓練を行っていた。 

○昨年度から 10時までを防災とした。避難

訓練、人数確認、分かれて救護・三角巾・

担架作成訓練、消火班は消火器・可搬ポ

ンプによる放水訓練（貯水タンクより実

際に放水）を実施。物資班が炊き出し訓

練を行い、昼休みに各組に分配。 

○去年の参加者は全体的に多く 600 世帯中

400何十名かの参加があった。 

○今までただ単に分かれていたものを、各

地域ＡＢＣブロックを基本に分かれ、各

ブロックが 3 か所をすべて回る形に変更

した。 

○そのほかの防災の取組として、防災倉庫

５箇所を各組月一回点検し可搬ポンプを

稼働することになっているが徹底できて

いない。年一回は町内会の防災担当が各

地域の倉庫に行きエンジン点検（稼働し

ない場合修理）実施。 

○今年も同じ形式にして問題点、

付け加えるものなどがあれば検

討していく。 

○今年はＡＥＤを加える予定。公

民館にＡＥＤを設置する構想も

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

○中学生の参加は運動会を含めて

このところ増加傾向。 

○続ける中で評価や改善点がわか

る。 

 

 

○通常のもの、特別なものに分け

た上で訓練を行う。 

 ◇小・中学校の子どもたちの防災訓練参加の取組について 

中郷小学校 

 

 

○12月の地域防災の頃に各担任から呼びか

ける。 

○①避難経路の確認②火災の場合③地震の

場合④予告なしの火災・地震に応じての

訓練（比較的分散していることを想定）、

など年４回防災訓練実施。 

○地域とのふれあいの場としては交通安全

座談会がある。保護者や地域の方に来校

してもらい、６年生が地域の様子を調べ

発表、意見交換をする。 

○緊張感のある訓練を担当中心に

考え、基本的に学校職員の誘導、

指示によって怪我をしない、命

を落とさないことを念頭にして

いる。 

 

○顔見知りになる、接点を持つこ

とが重要。 
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中郷小学校Ｐ

ＴＡ 

 

○地域の方々に子どもたちを知ってもらう

良い機会なので、それぞれの地区の行事

に積極的に参加してもらいたい。 

○ＰＴＡとしては地域の方と小学

生が触れ合う機会が増えていけ

ばいいと思う。 

中郷西中学校 

 

 

○東日本大震災後、中学生の意識を高める

ため防災訓練参加を呼びかけてきた。 

○ただスタンプをもらいに訓練に参加する

子も多い。中学生は三角巾、ＡＥＤ、担

架など色々な形で地域の戦力になる。訓

練では具体的に何をするのか、その後ど

んな働きをするのかまで考えていくこと

が今後の課題。 

 

○昨年度から校区の７町内会で地

域連絡会をたちあげた。各会長

と防災だけでなく、生徒や学校

の様子などの情報交換も行って

いる。中学生が防災訓練でどん

な動きをするのか町内で考えて

くることが次回までの宿題。 

○他の校区でも小中学生の防災訓

練メニューが欲しい、なるべく

部活動とかぶらない日を設定し

て欲しいという意見がある。借

り出す道具のことで開催側の調

整も必要になる。（ファシリテー

ター） 

 ◇地域と子どもの関わりについて 

梅名自治会 

 

 

○子ども会が 10年程前からない。それに代

わる形で健全育成会がある。推進委員長、

町の自治会役員で構成している。 

○小学生の参加する自治会行事として夏秋

２回のお祭りがある。年代を通したふれ

あいの良い場となっている。 

○保護者が家族と防災訓練に参加し、なお

かつ小学生も訓練、運動会に参加。いい

関係が築けている。 

○小学校にお願いし、放課後梅名

の子どもたちに直接案内を配布

してもらっている。体育振興会

の行事についても同様。 

○小学生を募るには小学校の協力

がないと梅名町内ではどうしよ

うもない状況。 

 

 

八反畑町内会 

 

 

○町内の人数は少ない。小学生の数は 30

名、中学生は 20名程度。困っていること

は特にない。小学生はほぼ全員参加。 

○以前は 19時までやったが、午前 11時頃

から始まり 17 時には片付け終わること

をここ２、３年は進めている。参加しや

すい。去年は小学生が消火訓練実施。小

学生は親と一緒に参加が多い。 

○役員が一年任期だと、どうして

も町内を動かすことが重要にな

ってしまう。こちらからだと難

しいが、学校から言われると考

える。 

 

鶴喰自治会 

 

○学校へのお願いは今の所ない。何かあれ

ば学校との話し合いの場で説明する。 

 

安久町内会 

 

○先日中学生を学校からどうやって町内へ

引き渡すか、小中学校の安久支部長、民

○地域と学校の意思疎通や協力は

大事。こういった機会に何が課
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 生委員、子どもクラブの方に集まっても

らい防災だけではなく犯罪も含めて話し

合いをした。 

○課題が出されたから話が出来た。課題を

もらうことも大事。 

題なのか、どうやって解決した

らいいのか考えていくと今後の

取組みが見えてくる。（ファシリ

テーター） 

 

◆第 2部「市長との座談会」 

市長 

 

●災害時は一次避難地で安否確認するが、

町内会に入っていない方たちをどうする

かが課題。 

●自らの命は自ら守る。配布資料

「大切な家族の命は守れま

す！」（広報みしま４月１日号で

全戸配布）「災害時の市民行動計

画」を町民の方々によく読んで

いただきたい。 

梅名自治会 

 

 

○町内会に入っていない人たちは 10％位。

たとえば会社でアパートを借り上げ、そ

こに従業員の方がいるが、訪問しても連

絡がつかず把握できていない状況。 

 

安久町内会 

 

 

○大東建築など一括借り上げのところは、

一括で入ってはいるのだが名簿が出てこ

ない。初めて知ったのだが、大変な問題。 

 

八反畑町内会 

 

 

○270 世帯あるが、268 軒 703 名把握して

いる。とにかく名前だけは書いてもらっ

た。その中で一人住まいなどと照らし合

わせている。 

○防災訓練の時、役員はどうする

のかという状況。 

鶴喰自治会 

 

 

○町内ほとんど入っている。防災名簿は民

生委員との関係があるが、去年名簿を各

家庭ほぼ出してもらっている。 

 

市長 

 

●避難所は中郷小体育館（安久は西中体育

館）だが、家が使用出来ない人たちが暮

らす場所。 

●９月１日は予知が出来る事を前提にした

訓練。警戒宣言→一次避難地集合→地震、

その後避難が必要な人は避難所生活をす

るという訓練。12月はじめの日曜日は地

域防災の日、突発的地震の訓練。安久は

盛大な訓練をしている。 

●中学生は部活のためシーズン中の９月は

じめの訓練は出にくい。12月はじめはシ

ーズンオフなので比較的出やすい。 

●要援護者名簿を各町内取りに来てほし

●家の耐震補強をしっかりしてお

くことが大切。 

 

 

 

 

 

 

 

●自主防災会議で中学生の地域防

災訓練の参加証明書様式を配布

しているので検討してほしい。 

●名簿と一緒に渡した笛を訓練の
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い、そのとき一緒に笛を渡している。 

 

●６月 17日に災害対策基本法が改正され、

災害弱者の名簿を市が作成する。災害時

には個人情報保護の枠を外して名簿をも

とに救出救助活動を行えることになっ

た。 

●黄色い旗、布をもし家族が無事ならば玄

関や表に掲げる。参加できない場合も掲

げて参加意思を表してもらい、自主防災

会の人は迅速な安否確認が出来る。 

時に実際に吹き、こんな音がす

ると皆に知らせて欲しい。 

 

 

 

 

 

●訓練の中に黄色い布を取り入れ

てほしい。 

三島市子ども

会連合会 

 

 

○梅名も八反畑も鶴喰も安久も子ども会が

ない状況。けれど三恵台子ども会の大西

君の様に、子供たち自身に防災について

考えさせることはできる。小学校で道徳

などの時間を使うのも有効だと思う。 

○御殿場では一年生は入学時に全員子ども

会に入らせる。すごくいい考えだと思う。

その後どうやって地域で子供たちをフォ

ローするかについてまではわからない。 

○三島全体で子ども会が少なくなってきて

いる。ドッヂボールで優勝したチームが

子ども会に入っていないために県大会に

進めないこともあった。 

●実際には小学生 6,000 人位なのだが子ど

も会に入っているのは 3,000 人いない。

きずなが弱まっている。親の都合や役員

が嫌だとか、そんな理由でどんどん子ど

も会がなくなっている。 

○小学校に入ったら子ども会、保

険等に全員を入れてしまう。そ

うすれば親が役員でなくても子

ども会の一員なので大会には出

られる。これから子ども会はそ

んな形でもできるということを

伝えたい。 

●特に南部方面は子ども会が少な

い。徳倉小校区は全て子ども会

がある。北小はＰＴＡの規約で

ＰＴＡの育成部長が子ども会の

地区長になっている。そんなこ

とをＰＴＡの役員さんにもアピ

ールしてほしい。 

●それぞれの町内で子ども会がで

きることを願っている。 

女性懇話会 

 

○自分の子が小学生の頃は子ども会に入っ

ていた。高学年が下級生の面倒を見るな

ど上下関係を学び、町内の方、年配の方

たちにもかわいがられた。子供は楽しみ

親も勉強できた。それが今はなくて残念。

親も大変なことはわかるが復活してくれ

るといい。 

○梅名は、訓練は中郷西中集合だが実際は

中郷小が避難所。中郷小への集合場所や

避難経路をわかっていないと混乱する。 

 

 

 

 

 

 

 

●今回避難経路を見直していこう

ということで、これから作業が

始まる。 
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梅名自治会 

 

 

○５月にジュニア防災士の会場として中郷

文化プラザを使用。10人ほどの子どもた

ちが梅名の防災倉庫の定期点検作業やロ

ーソクを使っての飯盒炊飯等を体験。と

ても楽しそうだった。 

○子どもの防災への関わりは非常に大切。 

○名前だけの自主防災ＯＢ会名簿

を見直し、一度集合して防災意

識の向上を図りたい。 

○本来は民生委員と協力し誰が一

番先にどこへ行くかまで考える

べき。 

スポーツ 

推進委員 

 

 

○体育振興会と市から委嘱されているスポ

ーツ推進員、それぞれ合同で行事実施。 

○体育振興会行事として先日運動会を行っ

たが子ども達の参加が多数あった。 

○梅名では小学校入学時に保険の関係もあ

り全員登録する。 

○町内行事に参加する子供は少ない。お祭

りだと 200人中 50～60人程の参加者数。 

○スポーツ推進員が行う地区のトリム教室

も人数が集まらず苦労している。 

 

 

 

 

○小学生の保護者に地道に話をし

て少しずつ参加を促していく。 

 

スポーツ 

推進委員 

 

○安久は４年前に子ども会が消滅したが、

なんとか子どもクラブを立ち上げた。現

在 10人ほどのメンバー。 

○以前は会費を取ってやっていたが、結局

運動会など子ども会の負担が多すぎてし

まった経緯がある。 

○今回の中郷体育祭は、子どもクラブは関

係ない、スポーツは体育部ということで

実施したところ子供たちが多数参加して

くれた。 

 

○夏休みに行事を企画。土日は少

年団の活動等があり平日に実施

するが、大人が参加しにくい。

今回町内会長、民生委員、ＰＴ

Ａ含めて育成会の中で体制を作

っていただいた。 

○地域の各組の方が動いてくれれ

ば次第に活動も広がる。 

●その動いてくれる方が多くなる

ようにきずなづくりトークがあ

る。皆さんに頑張っていただき

たい。 

体育振興会 

 

 

○普段は校区祭、ドッヂボール大会開催な

ど実施。集団行動が防災、きずなづくり

につながる。 

○会をなくすのは簡単だが、立ち上げるの

は大変。 

○また子ども会を立ち上げるいい

方法があれば、定着するよう補

助金や予算をつけてほしい。 

●それぞれの町内で真剣に話しあ

って欲しい。 

市長 

 

●運動会は健康づくりのほか、きずなづく

りの面がある。大災害時助け合う町内に

するため、防災と大いに関係がある。 

●教育も学校と家庭と地域の連携を重視。 

●今年三島市は教育委員会の中の生涯学習

課に指導主事を 1 人つけて、学校支援地

 

 

 

●地域の方に学校支援をして欲し

いし、学校でも逆に地域とよく

話し合い、子どもは学校と家庭
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域本部を実施。 と地域で育んでいく。 

中郷小学校 

 

 

○小学生の場合子どもから親を誘うことが

親を動かす。回覧などでは親の都合で情

報を遮断する場合がある。 

○地域への協力についてはチラシ

などをまず子どもに見せ、興味

を引き、子どもから親を誘わせ

ることも有効な手段。 

市長 ●北小学校が防災の研究指定校になった。 

●ＰＴＡ主催で自らの命は自ら守る、自分

たちの地域は自分たちで守るという観点

で防災学習に取組んだ。各町内会長、自

主防災会長、それぞれの町内の保護者も

（授業参観で）参加し、町内別に別れて

親子と会長が話し合った。保護者も防災

訓練に参加する重要さを理解できた素晴

らしい防災教育だった。 

●一昨年から毎年岩手県山田町に職員１名

を派遣している。 

●山田町では 800 人あまりが津波で亡くな

ったが、津波から助かった人は普段から

防災訓練に参加している人だった。 

●ぜひ機会があればＰＴＡ主催で

北小の真似をしてもらいたい。

研究してみてほしい。 

●マンネリ化でも基礎基本をやっ

ておく防災訓練が大事。訓練は

意義があることをぜひ皆さんに

知っていただきたい。 

●今日は結論を出す会ではなく、

それぞれの地域に持ち帰って話

し合いを深めて欲しい。 

 


